
北九州市立交通安全センター指定管理者選定に関する提案概要 

審査項目 特定非営利活動法人Ｉ－ＤＯ 

１ 指定管理者 

としての適性

について 

〇近年、課題となっている自転車交通安全について、

子どもを中心に交通安全教育に取り組む。 

〇自転車安全教育指導員が９名在籍しており、交通安

全教育の安定的な実施が可能。 

〇平成１８年の指定管理者制度導入時から当施設の指

定管理者として、適正に管理・運営を行っている。 
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【有効性】

に関する 

取組み 

〇幼稚園や小学校等に指導員が出向き、積極的に交通

安全教育に取り組む。 

〇高齢者運転シミュレーターを活用し、高齢者の自動

車交通安全教育に取り組む。 

〇ホームページや広報誌（交通公園だより）を活用し、

交通安全教室やイベントについて、きめ細かな情報発

信を行う。 

【効率性】

に関する 

取組み 

〇光熱費の削減に努める。 

〇自動販売機設置収入を指定管理業務の収入へ充当

し、収入の確保を図る。 

（※）提案額 

平成３１年 ２７，３７３千円 

平成３２年 ２７，３７３千円 

平成３３年 ２７，３７３千円 

平成３４年 ２７，３７３千円 

平成３５年 ２７，３７３千円 

【適正性】

に関する 

取組み 

〇園長以下１１名体制で管理運営を行い、隔月に行う

「社内研修会」により、職員の資質、能力の向上に努

める。 

〇施設利用について、子ども以外の利用者（大人や障

害のある人等）にも平等に利用をサポートする体制を

整えている。 

〇利用者が多い土・日・祝日には、要所に指導員を配

置し事故防止に努める。 


